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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、SDGs（持続可能な開発目標）の実現のための子ども動物園・水族館
教育（環境教育）のガイドラインを作成することであった。本研究で注目するのは、動物との触れ合いが比較的
に許容される動物園・水族館のコミュニティ機能である。地域社会に根ざした動物園・水族館教育（環境教育
/理科・生活科及び総合的な学習の時間等）がSDGsの実現に果たす役割を明らかにした。これまでの研究成果の
取りまとめと検証を中心に研究を進めた。月例会として開催されてきた公開Zoo教育科研（本科研）研究会にお
いて、研究成果を取りまとめた報告書・朝岡幸彦編『動物園と水族館の教育』（2023年3月、学文社）を刊行し
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to create guidelines for environmental 
education in children's zoos and aquariums for the achievement of the Sustainable Development Goals 
(SDGs). The research focuses on the community functions of zoos and aquariums, where contact with 
animals is relatively permissible. We have clarified the role of community-based zoo and aquarium 
education, including environmental education, science education, life studies, and comprehensive 
study time, in achieving the SDGs. We proceeded with the research by compiling and verifying the 
results so far. The Zoo Education Research Institute, a study group held monthly, has published a 
report summarizing the research results. The report, titled "Education of Zoos and Aquariums," was 
edited by Yukihiko Asaoka and published by Gakubunsha in March 2023.

研究分野： 環境教育
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、SDGs（持続可能な開発目標）の実現のための子ども動物園・水族館教育（環境教育）のガイドライン
を作成することであった。しかしながら、子どもと動物との触れ合いが失われつつあるとともに、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）の拡大が動物園・水族館の教育機能の見直しを促してきた。注目するのは動物との触
れ合いが比較的に許容される動物園・水族館のコミュニティ機能がSDGsの実現に果たす役割を明らかにした。研
究成果を取りまとめて、朝岡幸彦編『動物園と水族館の教育』（2023年3月、学文社）を刊行した。その後、共
生社会システム学会「ヒトと動物の共生」研究会として研究を発展させようとしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、SDGs（持続可能な開発目標）の実現のための子ども動物園・水族館教育（環境教育）
のガイドラインを作成することである。新学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」と体
験活動を重視し、主体的・対話的で深い学び（Active Learning）の実現に向けたカリキュラム・
マネジメントが求められている。これまでも学校動物飼育の教育効果が報告されてきたが、飼育
環境の問題や専門家による支援の不足などの課題も指摘されてきた。こうした問題を解決する
場として注目されるのが、動物園・水族館で「教育・環境教育」機能が最も意識される「子ども
動物園・水族館」という空間である。しかし、動物福祉や感染症リスクを理由に、子どもと動物
との触れ合いが失われつつある。 
本研究で注目するのは、動物との触れ合いが比較的に許容される動物園・水族館のコミュニティ
機能である。地域社会に根ざした動物園・水族館教育（環境教育/理科・生活科及び総合的な学
習の時間等）が SDGs の実現にどのような役割を果たしうるのかを明らかにすることを目的と
していた。 
新学習指導要領（2017 年 3 月公示）では、幼稚園、小学校及び中学校教育課程の基本的な考え
方として、「自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力を一層確実に育成すること」、
その際に社会と連携する「社会に開かれた教育課程」と体験活動を重視し、豊かな心を育成する
ことの重要性が提示されている。また、知識理解の質の向上を図り、主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善と、教科等横断的な学習を充実させ、学校全体として子どもたちや地域
の実態を把握し、教育活動の質を向上させるカリキュラム・マネジメントが求められている。 
幼稚園教育要領で「自然との関わり・生命尊重」が、小・中学校学習指導要領で「生命の有限性
や自然の大切さ」等を実感させるための体験活動の充実が重視されている。小学校生活科は「身
近な自然とふれ合うことや関わること」を、理科は「自然に親しみ、飼育や観察を通して身近な
動物の活動を環境と関係づけて調べること」が目標となっており、子どもたちに主体的・対話的
な学習活動を計画的に体験させるカリキュラムの確立が期待されている。 
これまでも動物介在教育としての学校動物飼育の教育効果が報告されており、全国の約 9 割の
学校でウサギやニワトリなどが飼育されていた（鳩貝、2004 年）。しかし、学校における動物飼
育には、長期休業中や週末の飼育、動物死亡時の処理、動物のケガや病気への対応、餌の確保、
飼育舎の清掃、感染症対策、糞尿の処理などの、多くの課題も指摘されてきた（今野ら、2010
年）。こうした問題を解決できる場として動物園や水族館が注目され、地域の生態系を園内に造
り出し、もともと地域に生息していた生物を調査・保護する教育活動も始められている（上野動
物園、富山ファミリーパーク、飯田市動物園等）。身近にある地域の動物園・水族館を活かし、
子どもたちの学習活動に計画的に位置づけることにより、学校だけでは実現できない子どもた
ちの主体的・対話的で深い学びの可能性を引き出すことができる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、SDGs（持続可能な開発目標）の実現のための子ども動物園・水族館教育（環
境教育）のガイドラインを作成することであった。学習指導要領にある「社会に開かれた教育課
程」と体験活動を重視し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けたカリキュラム・マネジメン
トが求められている。これまの学校動物飼育が抱える問題を解決する場として注目されるのが、
動物園・水族館の「教育・環境教育」機能である。 
しかしながら、子どもと動物との触れ合いが失われつつあるとともに、新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）の拡大が動物園・水族館の教育機能の見直しを促してきた。本研究で注目する
のは、動物との触れ合いが比較的に許容される動物園・水族館のコミュニティ機能である。地域
社会に根ざした動物園・水族館教育（環境教育/理科・生活科及び総合的な学習の時間等）が SDGs
の実現に果たす役割を明らかにする。 
最終年度にあたるため、これまでの研究成果の取りまとめと検証を中心に研究を進めた。月例会
として開催されてきた公開 Zoo 教育科研（本科研）研究会において、研究成果を取りまとめた報
告書・朝岡幸彦編『動物園と水族館の教育』（2023 年 3 月、学文社）を刊行した。本書は第 1 部
として当初の研究計画に基づく「第 1 部 環境教育の場としての動物園・水族館」（日置光久、
飯沼慶一、山崎啓、河村幸子、赤見理恵、野村卓、笹川孝一、佐々木美貴、中澤朋代、田開寛太
郎）の他、第 2 部として「ポストコロナ社会における動物園・水族館教育」（高橋宏之、富澤奏
子、島田晴香、大和淳、天野未知、古川健、水谷哲也、渡辺元、大倉茂、高田浩二）によって SDGs
を展望したコロナ後の動物園・水族館のあり方も提起した。 
その後、科研グループは共生社会システム学会「ヒトと動物の共生」研究会（高橋宏之、大和淳
共同代表）として、より広い視点から研究を発展させようとしている。 
 
３．研究の方法 
研究計画を遂行するために、以下の３つの方法で取り組もうとした。 
（１） 一人ひとりの子どもが、SDGs（持続可能な開発目標）の実現の主体となるための動物園・



水族館教育（環境教育）ガイドラインを作成する。その中心となる枠組みを、学校教育支援の一
環としての①理科及び生活科、②総合的な学習の時間におけるカリキュラムに関わるガイドラ
インの作成に置いた。そのために、本研究プロジェクト内に①理科・生活科教育グループ（日置、
飯沼）、②総合的な学習の時間グループ（朝岡、笹川、赤見）を置き、主に小学校段階における
カリキュラムに対応した動物園・水族館教育（環境教育）のあり方を具体的に提起しようとした。 
（２） 「子どもと動物とのふれあい」を重視した動物園・水族館教育の実践的な課題と可能性
を整理するために、日本動物園水族館教育研究会との協力を意識しながら、ユニークで特徴的な
教育活動を実践しているコミュニティ型動物園・水族館及び動物園・水族館のコミュニティ機能
を取り上げて事例分析した。 
（３） JAZA 及び Zoo 教研、自然体験学習実践研究会と連携して、JAZA 加盟施設及び JAZA に加
盟していない動物園・水族館における教育実践の実態を調査した。 
 
４．研究成果 
本研究の目的は、SDGs（持続可能な開発目標）の実現のための子ども動物園・水族館教育（環境
教育）のガイドラインを作成することであった。本研究で注目するのは、動物との触れ合いが比
較的に許容される動物園・水族館のコミュニティ機能である。地域社会に根ざした動物園・水族
館教育（環境教育/理科・生活科及び総合的な学習の時間等）が SDGs の実現に果たす役割を明ら
かにした。これまでの研究成果の取りまとめと検証を中心に研究を進めた。月例会として開催さ
れてきた公開 Zoo 教育科研（本科研）研究会において、研究成果を取りまとめた報告書・朝岡幸
彦編『動物園と水族館の教育』（2023 年 3月、学文社）を刊行した。 
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